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【【【【1111】】】】    調査目的調査目的調査目的調査目的    

[1-1] 鉄道架線鉄道架線からの低周波交流磁場放射の人体に与える影響 

[1-2] X 電波塔からの高周波電磁波放射の人体に与える影響 

    

【【【【2222】】】】    測定場所測定場所測定場所測定場所    

Zｍｍｍｍｍ学校跡地：東京都北区滝野川 5-57-37 

    

【【【【3333】】】】    測定日／測定士測定日／測定士測定日／測定士測定日／測定士    

2009 年 12 月 11 日／杉山正雄（株式会社エコロガ） 

 

【【【【4444】】】】    現状現状現状現状・測定方法・測定方法・測定方法・測定方法    

    

[4-1] 鉄道架線鉄道架線からの低周波交流磁場現状及び測定方法 

鉄道架線鉄道架線は 20Ｋボルトの低周波交流電圧を使用して運行しています。低周波電磁場強

度は距離に反比例して 2 乗で減衰します。Gigahertz Solutions 社製低周波交流電磁波解析装置：

ME3951A を使用して、境界線(鉄道架線鉄道架線と Zｍｍｍｍｍ学校)から 4 か所で磁場（測定ポイ

ントＭ１，Ｍ２，Ｍ３，Ｍ４）の測定を行った。1 か所での連続測定時間は 2 分間。最低数値および最

高数値を記録した。 

 

[4-2] X 電波塔からの高周波電磁波放射の現状及び測定方法 

X 電波塔(地上から約高さ 45ｍ)は 2 種類の異なっているアンテナから成り立っている。[固定マイクロ

波通信アンテナ（2 基）と移動通信用基地局アンテナ（1 基）] 

●固定マイクロ波通信アンテナ（2 基） 

この種の送受信通信アンテナは指向性のあるアンテナです。同一の固定マイクロ波通信ア

ンテナ間のデータの送受信（直進で伝播）に使用されています。X 固定マイクロ波通信アンテナ

の 1 基は６．５ＧＨｚ周波数帯使用で北西方向、約 50 ｋｍの埼玉県草加市内 X 電波塔と、もう 1

基は１８ＧＨｚ周波数帯使用で、南西方向、約 35 Km の新宿の X 施設と業務通信に利用されて

います。このアンテナは、携帯電話基地局などの移動通信用基地局アンテナとは異なり、高周

波電磁波は全ての方向に放射されていません。 

この理由から、今回の電磁波環境調査の適用外で、除外します。（Zｍｍｍｍｍ学校跡地内

にはこのアンテナからの電磁波の伝播はありません） 

●●●●移動通信用基地局アンテナ（1 基） 

X 使用の移動通信用基地局アンテナは、４００ＭＨｚ帯の周波数帯を使用している非パルス

変調高周波電磁波です。最大出力２０Ｗ以下の総務省からの許可済みの電波塔です。一般的

に非パルス波電磁波は人体に与える影響はないと考えられています。 

この種のアンテナは、高周波電磁波を全ての方向に放射させます。Zｍｍｍｍｍ学校 
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 地内において、このアンテナからの電磁波放射の影響を調査した。 

●X 施設の後方にある携帯電話基地局などの移動通信用基地局アンテナ 1 基あることを確認し

ました。このアンテナからの電磁波放射の影響を調査した。 

 

高周波電磁波測定の為、4 か所の測定ポイントを設定。（測定ポイントＨ１，Ｈ２，Ｈ３，Ｈ４）および、

2 種類の測定周波数帯（２７ＭＨｚから３０００ＭＨｚと、８００ＭＨｚから３０００ＭＨｚ）に分けて、決めら

れた測定時間内（各 5 分間）その周波数帯域のすべての合計電力密度を測定した。測定後、最少測

定数値および最高測定数値を記録した。 

高周波電磁波測定の為に、Gigahertz Solutions 社製高周波電磁波解析装置 2 台使用（HFE59B），

８００ＭＨｚから３０００ＭＨｚ測定の為に対数周期アンテナと２７ＭＨｚから３０００ＭＨｚの測定の為に

超広帯域アンテナＵＢＢ２７を使用。 

    

【【【【5555】】】】現状計測数値現状計測数値現状計測数値現状計測数値結果結果結果結果    

[5-1] 鉄道架線鉄道架線からの低周波交流磁場測定数値結果は添付資料１参照お願いします。 

 

[5-2] X 電波塔からの高周波電磁波放射の総電力密度測定値結果 

� ８００ＭＨｚから３０００ＭＨｚ帯域の電磁波総電力密度測定値結果 

添付資料２ 参照お願いします。 

� ２７ＭＨｚから３０００ＭＨｚ帯域の電磁波総電力密度測定値結果 

添付資料２ 参照お願いします。 

 

【【【【6666】】】】    日本や日本や日本や日本や海外海外海外海外各国各国各国各国の電磁波規制値・ガイドラインの電磁波規制値・ガイドラインの電磁波規制値・ガイドラインの電磁波規制値・ガイドライン    

  

[6-1] 低周波交流電磁場 規制値・ガイトライン 

 

国/国際機関 電場 V/m 磁場 μT 区分 

WHO 1,000 500 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

日本 3,000 無し 規制 

ドイツ 5,000 100 規制 

フランス 5,000 100 規制 

スイス 無し 1 規制（住宅、学校、病院など） 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/TCO 
無し 0.2 

（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰから 30cm） 

規制 

（対象はＶＤＴ規制のみ） 

米国ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ州など 無し 0.4 規制（住宅、学校など） 
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 [6-2] パルス変調高周波電磁波規制値・ガイドライン 

 

国/国際機関 
電力密度規制値 

周波数（MHz） 電力密度（μW/㎡） 

WHO/IRPA 
900 

1,800 

2×1012 

10×1012 

日本 
900 

1,500 

6×106 

10×106 

ドイツ 
900 

1,800 

4.5×106 

9×106 

フランス 
900 

1,800 

4.5×106 

9×106 

オーストリア  

ザルツブルグ州 

300MHz～300GHz 

（屋外） 
10 

    

    

【【【【7777】】】】結論結論結論結論    

[6-1] ＪＲ埼京ＪＲ埼京ＪＲ埼京ＪＲ埼京てててて鉄道架線鉄道架線鉄道架線鉄道架線からの低周波交流からの低周波交流からの低周波交流からの低周波交流磁場放射磁場放射磁場放射磁場放射のののの人体に与える人体に与える人体に与える人体に与える影響影響影響影響はありません。はありません。はありません。はありません。 

測定ポイントＭ１とＭ２の数値を比較すると、（鉄道架線からの距離が離れることにより実測数

値は減る。Ｍ１(55nT）＞ Ｍ２(27nT) 

実測値の中で高い数値を上記の日本・海外各国の低周波交流電磁場規制値・ガイトライン数

値と比較しても、比較にならないほど低く、一般家庭の電化製品や屋内配線から放射される磁場

数値より低い。これらの理由から、Zｍｍｍｍｍ学校跡地内においては、鉄道架線からの低周波

交流磁場放射の影響は全くありません。 

 

[6-2] XXXX 電波塔からの高周波電磁波放射の電波塔からの高周波電磁波放射の電波塔からの高周波電磁波放射の電波塔からの高周波電磁波放射の人体に与える人体に与える人体に与える人体に与える影響影響影響影響はありませんはありませんはありませんはありません 

X 使用の固定マイクロ波通信アンテナ（2 基）は、Zｍｍｍｍｍ学校跡地内への電磁波放射の伝

播はないため、今回は調査の対象から外しました。（調査不要理由は上列記） 

X 使用の移動通信用基地局アンテナ（1 基）と X 施設の後方にある携帯電話基地局などの移動通

信用基地局アンテナ（1 基）からの電磁波放射の影響を調査した。 

 

� ８００ＭＨｚから３０００ＭＨｚ周波数帯域のパルス変調高周波電力密度測定 

X 使用の移動通信用基地局アンテナからの電磁波放射の電力密度測定値には含まれま

せん。（X 使用の移動通信用基地局アンテナの使用の周波数帯は４００ＭＨｚの為です。また

この電波は非パルス高周波電磁波の為測定記録不可です） 

この周波数帯域での電力密度数値は、X 施設の後方にある携帯電話基地局など 
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の移動通信用基地局アンテナ（1 基）からの電磁波放射とそれ以外の同様の基地局からの

電磁波電力密度の合計値です。 

計測数値は、日本・海外各国の高周波電磁波規制値・ガイドラインと比較しても、比較にな

らないほど低く、一般家庭のデジタルコードレス電話機や無線ＬＡＮ、電子レンジなどからの

放射される数値より低い。唯一、オーストリア ザルツブルグ州の規制値よりは高いが、これ

は例外的な規制値です。他の国や州レベルでは、このような低規制値を実施していません。 

これらの理由から、Zｍｍｍｍｍ学校跡地内においては、X からの高周波電磁波の影響は

全くありません。 

� ２７ＭＨｚから３０００周波数帯域の高周波電力密度測定 

X 施設の移動通信用基地局アンテナからの電磁波放射は電力密度測定値に含まれてい

ます。（X 施設の移動通信用基地局アンテナの使用の周波数帯は４００ＭＨｚの為です） 

Zｍｍｍｍｍ学校跡地内においての計測値は、X の移動通信用基地局アンテナからの電波

放射以外に、ＦＭ放送、消防・警察関連の無線通信、アマチュア無線からの電波放射を含み

ます。 

８００ＭＨｚ以下の高周波電磁波放射に関する高周波電磁波放射規制はありません。 

これらの理由から、Zｍｍｍｍｍ学校跡地内においては X からの高周波電磁波の影響は全く

ありません。 

 

杉山正雄 

株式会社エコロガ 

2009 年 12 月 29 日 


